
　釜石市両石町は、かつては岩手県初の捕鯨会社が建設された港であり、また橋野町から釜石に鉄鉱石を

運ぶ港として重要な町であった。

　三陸のリアス式海岸の複雑な地形はすばらしい景観や良好な漁場を提供したが、明治29年、昭和８年の

三陸大津波ではその地形により、多大な被害をもたらすこととなった。

　両石町の国道45号沿いに３基の石碑がある。この石碑のうち中央と右側の２基は、明治29年の津浪の記

念碑で、中央は、南部盛岡藩最後の藩主南部利恭による書の碑である。右側は『両石海嘯記念碑』として津

浪の悲惨さを漢文で記述している。この２基はもともとは、明治29年の津浪の波が押し寄せた場所で、現在

の位置より100mほど北西にあったといわれている。

　左側の碑は昭和８年の碑で、当時の県知事石黒英彦の書による「大地震の後には津波が来る」と刻まれ

ている。この石碑と同型のものは、釜石市内の沿岸部に何基かあり、被災地域に対して県が建立したもので

あろう。

　この碑も津浪の到達地点に置いてあったとされ、現在のJR山田線と国道45号の交差する付近にあったと

される。各地に点在してあった石碑を、現在の場所へ移設して、合祀したものである。

　津浪の恐ろしい体験を教訓とし、後世に語り継ぎ生かすものとして未来に残さなくてはならない資料である。

三陸津波伝承施設～両石津波記念碑～
岩手県・釜石市

・釜石市津波避難訓練３月３日

　　　　　（昭和８年３月３日　三陸大津波）
TOPICS

お問い合わせ先

釜石市教育委員会生涯学習スポーツ課文化係

●ＴＥＬ／0193-22-8835  

●ＵＲＬ／http://www.city.kamaishi.iwate.jp/

【交通】

●徒歩／JR両石駅から５分　

●バス／釜石市内から10分（両石バス停徒歩３分）
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